
暦では秋ですが、まだまだ残暑が続く日々ですね。
一方で食欲の秋、スポーツの秋など楽しみも多い季節。
ご家庭ではどのような秋を過ごされますか？

秋といえば…保育所の4月入所申し込みが始まります。
あらかじめ園見学を行うことで、どのような方針かな？行事はどのようなことをしてい
るのかな？園の雰囲気はどのような感じかな？ 職場から園へのルートはどのように
したらいいかな？など想像がしやすいです。また、事前に聞きたいことをまとめておく
と、見学時に質問がしやすいかと思います。

（りぼんvol.3「保育園に見学に行こう！」もぜひご覧ください。）

※見学する際は、事前に各園にご連絡いただき予約をお取りください♪

寒川町保育コンシェルジュ通信

りぼん
（人と人をつなぐりぼんになりたいという思いから命名しました☆）

寒川町
保育コンシェルジュ通信Vol.5

保育コンシェルジュ
マスコットキャラクター
リボーンちゃん

令和８年4月保育所入所申し込みの流れ

③ 11月4日（火）～17日（月） 入所申し込み受付（完全予約制）

① 9月16日（火）～ 4月入所申し込み受付の予約開始

4月入所申し込み受付期間は、11月4日（火）～17日（月）までです。

町ホームページより予約をしてください。

② 9月29日（月）～ 令和8年度保育所等入所案内・入所申込書配布

保育幼稚園課窓口等で配布する令和8年度保育所等入所案内・入所申込書を
お受け取りください。
子育て支援センター・北部公民館・南部公民館でも配布いたします。
町ホームページからもダウンロードできます。

町ホームページはこちら

入所申し込み予約日に入所申込書・必要書類一式を提出してください。

※「予約が埋まってしまった」、「インターネット利用環境がない」等といった場合は、
電話での予約を受け付けています。

※必要書類の中には勤務先に依頼するものもありますので、余裕を持ってご準備ください。
※町に住民登録があり、町外の認可保育所等に入所を希望する場合の申し込みは、
ご希望の市町村へ直接お問い合わせください。

③

※
可保育所等に入所を希望する場
合の申し込み方法
町村へ直接お問い合わせくださ
い。

※4月入所申し込みの受付は完全予約制となっています。

※予約日をお忘れにならないようお願いいたします。

りぼんvol.3



朝になると『行きたくない…』と泣いてしまう登園しぶり。
実は多くのお子さんが経験する自然な姿です。おうちが大
好きで安心する場所であるからこそ出てくる思いです。
「泣いてしまう＝ダメなこと」ではなく、気持ちを伝えられ
るようになった成長でもあります。
そんな時は『ママ（パパ）と一緒にいたいんだね』など、気持
ちに寄り添う一言や、安心するアイテムを持つのも良いで
すね♪

「園では完食するのに、家では好き嫌いや偏食があって…」
と、お聞きすることがよくあります。
園ではお友達と一緒に食べたり、決まった時間・環境の中
で集中して食事ができていることも多くあります。
ご自宅では保護者の方に甘えたい気持ちがでてきて、
園とは違った姿になることも。
少しでも食が進んだら『食べたね！』『頑張ったね！』など、
できたことを認めてあげる声掛けをしてみてください♪

保育コンシェルジュからのお願い

まだまだ暑い時期は続き、車内はわずか数分で危険な高温になります。
たとえ短時間でも、お子さんを車内に残したまま離れるのは絶対にやめましょう。

また、6歳未満はチャイルドシートの着用義務があります。
大切なお子さんの命を守るために、必ず着用してください。

登園時、泣いてしまう
朝があって心配です…

園では給食を食べるのに、
自宅では食べず…

保育コンシェルジュ相談のご案内

お申し込みや保育施設に関するご相談等、お気軽に保育コンシェルジュにご相談ください。
こちらから保育コンシェルジュ相談の予約についてご覧いただけます。

問い合わせ連絡先：寒川町役場 保育幼稚園課０４６７－７４－１１１１（内線１５２）

園選びのポイントは？

町内には様々な園があり、ご家庭・お子さんにとってどの
園が良いのか悩みますよね。通園は毎日の事なので、まず
は無理なく通えるかが大きなポイントになります。
また園によって規模、雰囲気、方針などはさまざまで、
ご家庭の方針やお子さんの個性、興味関心に合っているか
どうかも大事なポイントになります。
大人数ならではの賑やかな行事が多い認可保育所、家庭の
延長のような雰囲気の小規模・家庭的保育所、学びの要素
が多い認定こども園など…。
最適な園を選べるように、ぜひ見学に行きましょう♪

慣らし保育ってどんな
感じ？絶対に必要？

慣らし保育は、お子さんが保育園という新しい環境や集団生
活に慣れるための大事な準備期間になるため、必ず必要とな
ります。
保護者と離れて過ごすことに慣れたり、生活リズムを整える
目的で行われ、最初は短い保育時間から始めて徐々に時間
を延ばしていきます。
期間や進め方は園によって異なるため、事前に園の方針を確
認しておきましょう。


